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テーマ
命の大切さ
みらい

家族のきずな

横浜市教育委員会

　
三
行
詩
と
は
、
俳
句
や
短
歌

の
よ
う
に
決
ま
っ
た
形
が
あ
り

ま
せ
ん
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
気

持
ち
や
出
来
事
を
、
三
行
程
度

の
短
い
文
章
に
載
せ
る
も
の
で

す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
命
の

大
切
さ
」「
み
ら
い
」「
家
族
の

き
ず
な
」
…
ど
れ
も
口
で
言
う

に
は
照
れ
く
さ
く
て
、
普
段
か

ら
語
る
の
は
難
し
い
内
容
で
す

が
、
文
字
に
し
て
伝
え
る
と
、

ほ
ほ
え
ま
し
く
温
か
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
毎
日
の
何
気
な

い
や
り
取
り
や
、
ふ
と
感
じ
る

家
族
へ
の
想
い
、
将
来
へ
の
希

望
や
期
待
な
ど
身
近
に
起
き
る

様
々
な
こ
と
が
、
三
行
詩
と

な
っ
て
多
く
の
人
々
の
心
に
残

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
中
に
は
、
昨
年
も

入
賞
さ
れ
た
方
や
ご
き
ょ
う
だ

い
で
入
賞
さ
れ
た
方
々
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「（
受
賞

者
は
）小
さ
い
子
が
多
い
中
で
、

自
分
の
よ
う
な
む
さ
く
る
し
い

者
が
…
」
と
謙
遜
さ
れ
る
受
賞

者
の
言
葉
に
は
、
会
場
か
ら
笑

い
も
起
き
ま
し
た
。
受
賞
者
の

皆
さ
ん
、「
ま
さ
か
自
分
の
作

品
が
入
賞
す
る
と
は
…
」
と
驚

い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
綴
ら
れ
た

作
品
は
、
ど
れ
も
「
い
い
な
、

素
敵
だ
な
」
と
思
わ
せ
る
も
の

ば
か
り
で
し
た
。
舞
台
上
で
表

彰
さ
れ
る
お
子
さ
ん
に
、
笑
顔

で
拍
手
を
送
る
親
御
さ
ん
の
姿

も
ま
た
、
心
温
ま
る
ワ
ン
シ
ー

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
難
し
い
知
識
や
技
術
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
身
の

回
り
に
も
何
か
、
三
行
で
伝
え

た
い
気
持
ち
や
出
来
事
が
、

き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
来

夏
募
集
予
定
の
三
行
詩
コ
ン

ク
ー
ル
、
引
き
続
き
多
く
の

方
々
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
佳
作

を
含
む
全
受
賞
作
品
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧

に
な
っ
て
下
さ
い
。

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
表
彰
式
で
表
彰
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
市
Ｐ
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
こ
は
ま
」
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
来
年
度
も
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
横
浜
市
Ｐ
連
が
主
催
す
る
行
事
の
中
で
は
比
較
的
新
し
い
三
行

詩
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
今
年
で
第
15
回
を
迎
え
ま
し
た
。
応
募
総
数

は
昨
年
の
２
倍
以
上
、
１
７
４
３
点
を
数
え
、
そ
の
中
か
ら
市
Ｐ

連
常
置
委
員
及
び
役
員
と
横
浜
市
教
育
委
員
会
国
語
科
指
導
主
事

の
審
査
に
よ
り
、
35
点
の
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
12
月
17
日
、
横
浜
市
教
育
会
館
に
て
入
選
者
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
幡
小
学
校　
２
年	

加
藤
偉
月

大
鳥
小
学
校　
２
年	

大
保
光
雅

桜
岡
小
学
校　
２
年	

田
中
菜
柚
姫

緑
小
学
校　
４
年	

ア
ミ
ー
ゴ

谷
本
小
学
校　
４
年	

竹
内
結
理

東
中
田
小
学
校　
４
年	

国
井
汐
夏

い
ぶ
き
野
小
学
校　
５
年	

バ
レ
リ
ー
ナ

田
奈
小
学
校　
６
年	

檜
垣
和
成

南
山
田
小
学
校　
６
年	

大
洞
尊

中
川
中
学
校　
２
年	

大
洞
歌
緒

日
吉
台
中
学
校　
３
年	

し
ず
え
も
ん

二
つ
橋
高
等
特
別
支
援
学
校　
１
年

	

櫻
井
琉
生

緑
小
学
校　
一
般	

す
ぎ

小
机
小
学
校　
一
般	

野
菜
大
好
き
マ
マ

六
角
橋
中
学
校　
一
般	

ふ
み
っ
ぺ

会

長

賞

い
つ
も
な
か
よ
し
パ
パ
と
マ
マ

し
ゃ
し
ん
の
け
っ
こ
ん
し
き

生
ま
れ
て
な
い
け
ど　
い
き
た
か
っ
た
な

	

希
望
ケ
丘
小
学
校　
１
年　
藍
ち
ゃ
ん

た
い
せ
つ
な
も
の　
そ
れ
は
い
の
ち

ト
ク
ト
ク
ト
ク　
ド
ク
ン
ド
ク
ン
ド
ク
ン

い
の
ち
の
お
と
を
き
い
て
み
よ
う

	

神
大
寺
小
学
校　
１
年　
は
な
み
ち
ゃ
ん

妹
が
う
ま
れ
た
よ

う
れ
し
い
よ
う
な
さ
び
し
い
よ
う
な

そ
れ
で
も
ぎ
ゅ
っ
と
し
た
く
な
る
ん
だ

	

東
中
田
小
学
校　
２
年　
倉
田
優
正

今
日
は
、
パ
パ
の
た
ん
生
日

ま
く
ら
も
と
に
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
い
た
よ
。

今
日
は
、
わ
た
し
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

	

瀬
谷
さ
く
ら
小
学
校　
３
年　
鈴
木
う
た

体
調
く
ず
し
た

マ
マ
の
た
め

手
伝
う
わ
た
し
は
小
さ
い
マ
マ

	

瀬
谷
さ
く
ら
小
学
校　
３
年　
遠
藤
星
菜

「
右
左
、
前
後
ろ
、
ち
ゃ
ん
と
見
て
ね
」
と

マ
マ
は
言
う
。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
!!

し
っ
か
り
持
っ
て
帰
る
ね
、
私
の
命
。

	

八
景
小
学
校　
４
年　
髙
橋
柚
歩

今
日
か
ら
ケ
ー
キ
は
七
等
分

食
べ
る
の
少
な
く
な
る
け
ど

家
族
が
ふ
え
る
っ
て
し
あ
わ
せ

	

東
中
田
小
学
校　
５
年　
遠
山
空

目
が
さ
め
る
と
、

と
な
り
で
ま
だ
ね
て
い
る
弟

安
心
し
て
も
う
い
ち
ど
ね
る
わ
た
し
、

心
も
ポ
カ
ポ
カ
い
い
き
も
ち
。

	

境
木
小
学
校　
５
年　
山
下
實
千
佳

「
お
な
か
す
い
た
」

「
た
だ
い
ま
」
の
か
わ
り
の
照
れ
か
く
し

で
も
本
当
は
も
っ
と

会
話
が
し
た
い
ん
だ
よ

	

伊
勢
山
小
学
校　
６
年　
菅
原
絢

悲
し
い
日
う
れ
し
い
日
い
ろ
ん
な
日
に

同
じ
ド
ア
を
開
け
る

そ
の
た
び
に
同
じ
暖
か
い
声
で「
お
か
え
り
」

う
ん　
た
だ
い
ま

	

市
ケ
尾
中
学
校　
１
年　
Ｈ
ａ
ｙ
ａ

話
し
て
み
た
く
て
一
生
懸
命
、指
を
動
か
す
。

指
や
手
が
あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
く
れ
る
。

手
話
っ
て
素
敵
な
言
葉
だ
ね
。

　
　
上
菅
田
特
別
支
援
学
校
高
等
部

�

１
年　
黒
野
小
春

「
靴
下
ぬ
ぎ
っ
ぱ
！
」

そ
う
い
う
母
も
「
電
気
つ
け
っ
ぱ
！
」

同
じ
血
通
っ
て
し
ょ
う
が
な
い

	

桜
丘
高
等
学
校　
２
年　
不
遊
田

私
を
怒
ら
せ
る
の
も
君

私
を
困
ら
せ
る
の
も
君

で
も
、
私
を
幸
せ
な
気
分
に
す
る
の
も

君
な
ん
だ

	

善
部
小
学
校　
一
般　
日
和
見
母

3
本
足
で
今
日
も
出
勤

白
杖
は
リ
ズ
ム
を
刻
む
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム

と
も
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

	

東
汲
沢
小
学
校　
一
般　
は
ま
ペ
ン

あ
の
日
マ
マ
が
倒
れ
た

突
然
家
か
ら
い
な
く
な
っ
た

「
た
だ
い
ま
」「
お
か
え
り
」
い
つ
も
の
会
話

幸
せ
で
涙
が
止
ま
ら
な
い

	

浦
島
丘
中
学
校　
一
般　
み
ん
な
の
マ
マ

東品濃小学校　５年　つのぴおにぎり東品濃小学校　５年　つのぴおにぎり

東高等学校　２年　ほいころー

家族とは
フォロワーであり
推しである

僕の精一杯の気持ちを込めました。僕の精一杯の気持ちを込めました。

子どもから「何かやろう！」
ということが大切なので、
そのスイッチが入る時を辛
抱強く待っていようという
気持ちです。秋葉小学校　一般　ぺこ

「明日やる」
いつになったら来る明日
信じて待つのみ息子のスイッチ

10歳下の弟は
私の1歩を10歩で歩く
1歩の大きさは違うけれど
どちらも前へ向かう大きな1歩

自信なかったので
賞をもらえてうれしいです。

「小さいままでいて」って言ったり、
「はやく大きくなって」って言ったり、
ほんとママはかってだなぁ。
蒔田小学校　３年　原杏奈

お仕事で中国にいるパパに
この詩を書きました。

「パパ、ママ、がっこういってきます！」
いつものあいさつ、たいせつに
あたりまえを、たいせつに
二谷小学校　１年　芝山桜子

家族皆にうれしい気持ちを伝えたいです。家族皆にうれしい気持ちを伝えたいです。

奨

励

賞

教育長賞

会
長
賞

教
育
長
賞

横
浜
市
P
連

横
浜
市
P
連

発行日／2024（令和６年）年２月15日　発行者／横浜市ＰＴＡ連絡協議会　横浜市西区花咲町6−145 横浜花咲ビル3階　編集／2023年度 常置広報委員会

横浜市Ｐ連ＨＰの
２次元コード

第173号2023年度スローガン
おとなも育とう、
こどもと共に
～つながる想い	
　　　新しい時代へ～
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防犯に役立つ

神奈川新聞社デジタル販売部
kanaloco-support

@kanagawa-shimbun.jp
https://yokohamapta.net/

オンラインでも　　
お申し込みいただけます！！

お申し込みはこちら

横浜市P連 子ども総合保障制度
当制度は、児童・生徒のケガや賠償事故等、日常生活中に想定される様々なリスクに対応した総合保障制度です。
●このご案内は、制度の概要を説明したものです。

2024年度プランの内容です。

制度に関するお問合せ先　株式会社 ジーアンドケイ・アソシエイツ「子ども総合保障制度」係まで
TEL：0120-916-818（通話料無料）　受付時間：9：00～17：00（土、日、祝日、年末年始を除く）

引受保険会社： S-240421　（2025-01）

※プランによってセットされている補償内容や保険金額が異なります。詳しくは以下連絡先へお問い合わせください。

特長その5 扶養者の万ーの際に育英費用を最高200万円補償

※当社における当該保険料の基準となる保険料に
　対しての割引表示となります。特長その1 市P連の団体契約だから、約33％割引

特長その3 学校貸与の端末（タブレットなど）を誤って壊して、法律上の損害賠償責任が生じた時も補償
特長その4 SNS上での誹謗中傷、いじめ、ストーカーなど被害を受けた際、

弁護士等への相談費用や、解決のための対策費用を補償

特長その2 自転車事故などによる損害賠償責任を最高無制限（国内）で補償
（2019年10月施行　神奈川県自転車条例対応）（示談交渉サービス付き）

　日本の近代教育制度は明治５年に公布さ
れた学制によって創設され、その翌年に設
立された小学校が令和５年度に創立150周
年を迎えました。そんな歴史ある小学校が
横浜市内にはなんと22校もあります。
　今回はそのうちの６校を訪問し、学校の
歴史や周年行事、学校自慢を取材しました。

150周年校一覧
鶴 見  市場小
鶴 見  潮田小
鶴 見  末吉小
戸 塚  戸塚小
港 北  大綱小
港 北  日吉台小

南   太田小
南   石川小 

神奈川  青木小
中   元街小
旭   市沢小

青 葉  鉄小
青 葉  山内小
青 葉  田奈小
青 葉  谷本小
磯 子  杉田小

磯 子  根岸小
磯 子  磯子小
金 沢  富岡小
金 沢  金沢小
金 沢  釜利谷小
金 沢  六浦小

　明治６年４月1日地域の方の宅地に開校した鉄
（くろがね）小学校。地域が作ってくれた学校であ
るという思いのもと、地域と繋がり、様々な活動
を行っています。
　保護者、地域と連携し、土に親しみ人から学ぶ
体験活動を充実させることを教育の柱として、毎
年、稲作・野菜栽培・梨づくり体験を行っています。
•全校で行う稲作は地域の方の指導を受けながら
30年続いている伝統行事で、令和３年度からは、
神奈川のブランド米「はるみ」を栽培し、収穫し
たお米は11月~1月初旬まで自校炊飯で給食で提
供されます。今年は270キロを収穫！ 11月23日
には収穫祭も行いました。
　その日は、地域の方に１、２年生には数珠玉作
り、３、４年生には枝豆のくきを使った工芸、５、
６年生には竹とんぼづくりを教えていただく時間
を設けています。
•地域の畑名人と一緒に、夏野菜と冬野菜の栽培
を行っています。取材時も立派な大根や白菜、キャ
ベツが校庭の畑に育っていました。

•坂田さん（150周年実行委員長・元市Ｐ連会長）
の畑では毎年梨づくり体験も行っています。
　そんな鉄小学校の150周年キャラクターは “な
しこめちゃん”。今年の150周年記念運動会はキャ
ラクターにちなんでなし組・こめ組に分かれて実
施し、とても盛り上がりました。
　児童の委員会活動では、150周年記念の活動と
して、校内の樹木へ木々の名前を記したプレート
の取り付けも行いました。
　11月11日に行われた創立150周年記念式典で
は、卒業生や地域の方にもご参加いただき、校歌、
ソーラン節、記念ソングの発表等が行われました。
鉄小卒業生が代表を務める横浜都筑太鼓の皆さん
の演奏が式典を盛り上げました。参列者への記念
品として、記念誌・資料集「わたしたちのくろが
ね」、オリジナル手ぬぐいの他に、収穫されたお
米も配付されました。
　鉄小学校には親子４代で通っているご家庭もあ
るそうで、地域との深い繋がりを改めて感じるこ
とが出来ました。

まちにふれ、土に親しみ、
人から学ぶ ～地域と歩む学校～

150周年記念
キャラクター

『なしこめ
ちゃん』

今年収穫した新米。 
粒が揃って美味し
そう！！

青々とした葉が、
しっかり育ってい
ました

樹木調査をしてプ
レートを作成しま
した

がイベントを企画・運営してくださったり等つながりの深さが大き
いですね。
【200周年に向けて】
　今の子どもたちが支える存在になっていると思います。全員じゃ
なくてもそういう思いを持っている大人になってくれたら嬉しいで
すね。今、こんなに街の人たちが自分たちを支えてくれているとい
うことに気づいて、その中に自分も入って、
お父さんやおじいちゃんになって200周年の
ときに学校の廊下で自分は150周年の時にこ
こにいたんだよって言えたらいいですね。
� （以上、江野澤校長へのインタビュー）
　ケーブルテレビの取材に答えた６年生児童
が「ぼくはたまたま（150周年という年に）
学校に通っていて、たまたま６年生だった。
それは偶然だけれどありがたいことで縁や人
とのつながり、今その時にここに通うことが
できるということに対してそういう思いを
持っている。これを機会に自分たち
を支えてくれている人を改めて意識
して自分たちも良い環境を作ってい
く、そういうふうになりたいと思え
る。そう感じる場面を多く持ててい
るのは今年ならではだと思います」
と話していたのが印象的でした。

【150周年行事に向けた子どもたちの取り組み】
　式典では高学年が主体となって行いました。オープニングセレモ
ニーでは６年生が演奏し、地域の方がどのように関わったのか説明も
行いました。５年生は150年の歩みを地域の方から伺って、クイズを
交えて工夫して発表しました。
　また、春の運動会では150周年を祝うことを考えながら団体競技を
工夫し、その時の看板を当日の式典でも利用しました。
【子どもたちが150周年という長い歴史を感じることができる】
　150周年というのは、なかなか想像がつかない、想像をはるかに超
えた歴史があります。それを子どもたちは、特に記念の年ということ
で、自分たちも一員であるということを誇りに思ってくれていると思
います。
【地域とのかかわりが深い】
　地域の方中心に実行委員会を組織して「記念誌部会」「式典部会」「記
念事業部会」などに分かれて準備を進めてきました。記念誌では、前
半は地域の方の編集、後半は子どもたちのページで教職員と子どもた
ちが学年ごとに考えながら作りました。市沢小は、とにかく地域との
かかわりが深いです。「市沢わくわくおはなし広場」が読み聞かせを
してくださったり、「学援隊」が登下校の見守りをしてくださったり、
「社会福祉協議会」が音楽鑑賞会を開いてくださったり、「おやじの会」

みんなの想いが込められてい
る記念看板

「友情」の意味を持
つ記念樹常緑ヤマボ
ウシ

いつでも帰りたくなる学校
地域・学校・子どもたちの繋がりが
実を結んだ記念式典

～花鳥風月～　
人間愛と笑顔あふれる六浦小学校

　六浦藩の藩校として明治６年５月23日に開校した六浦小学校（当
時は三分学舎）は、藩士であった佐藤忠蔵先生が初代の首席教員（現
在の校長職）を務められ、第７代の首席教員であった平田恒吉先生が
初代の校長となられた古き良き学校です。日露戦争や関東大震災の
あった明治、大正期も脈々と地域に根ざした教育活動が続けられ、当
時の生々しい体験談が「学校日誌」の形で今も大事に引き継がれてい
ます。
　取材に伺った私たちも大正時代の学校沿革誌に関東大震災の発災し
た日の直筆記録があることに鳥肌が立つほど感動を覚えました。当時

の六浦小学校の教職員が発災した９月１日に子ど
もたちの安否を確認するために学区域を駆け回っ
たという記録も残されていました。
　横浜市歴史博物館の主任学芸員の方からも「明
治初期の開校当時のできごとが鮮明に記録として
残っている」この学校沿革誌はとても大切な文化
財であるとお墨付きをいただいているとのことです。

　また、写真の校名札は、六浦小学校の
前身である「三分学校」時代の明治11
年に県令（当時の県知事）直筆の書を校
名扁額としたもので現物だそうです。

　それでは、今年度の創立150周年を迎えるために、この３年間子どもた
ちが準備をしてきた取り組みの一部を紹介します。
　令和２年には、現在中学３年生となっている当時の６年生が「150周年
の年に繋ぐ」活動として校庭一角に陽だまり池を造り、百葉箱や学校園の
せせらぎを再整備しています。
　令和３年には、現在中学２年生となっている当時の６年生が「校庭の花
壇や広場」をリニューアルし、飼育小屋にうさぎと触れ合えるラビットラ
ンを造成しています。
　昨年、令和４年には、現在中学１年生となっている当時の６年生が、校内
に地域の人も集うことのできる「憩いの広場」を造り、地域のお菓子屋さ
んの協力を受けて「150周年をお祝いするお菓
子・フィナンシェ」の開発と販売を行っています。
　そして150周年を迎えた今年の６年生は、卒
業していった先輩たちの志を受け継ぎ、現在、
「花鳥風月150」池と「六浦の環～150～」東
屋を建設中です。
　創立150周年記念式典は、地域の方々の大き
な協力を得て、令和５年５月27日に盛大に挙
行されたとのことです。
　校長先生を中心とした教職員の方々と、PTA
会長、役員、保護者の方々、そして地域の方々
との愛ある連携も素晴らしく、横浜市全体に広
めていただけると良い地域づくりのお手本に
なるかとも思います。

学芸員の方も驚く
ほどの記録

初代小学校の看板

校長先生とPTA会長さん

150周年記念誌
地域の方からのご支援で
制作されました

六浦小学校
● 金沢区 ●

　11月11日（土）杉田小学校体育館に
て創立150周年記念式典が行われました。
　子どもも大人も喜べるよう、二部制で
の開催とし、午前中は、子どもたちのお
祝いの会。学年ごとのお祝いメッセージ
動画を見て歌を披露、途中には職員のサ
プライズ合唱もあり、最後は杉田小の⾦
管バンドが校歌を演奏し、みんなで歌い
ました。午後は第二部として、地域の方
や元職員の皆さん、来賓の方をお招きし、
祝賀コンサートも追加した大人向けプロ
グラムとしてとりおこないました。
　ただ、ここに至るまでは大変な道のり
で、式典等を企画実行するPTA創立150
周年記念委員会が立ち上がったのは、な
んと今年度の４月。コロナでどうなるか
わからない中、やる必要があるのかとい
う意見もありました。しかし、150周年
の先の未来へバトンを繋いでいこう、と
いう決断をし、記念委員会を立ち上げた
そうです。
　式典以外には、８月に150周年記念夏
祭りを開催。お菓子釣りなどのアトラク
ションやフォトブースも作り、子どもた
ちも大勢集まりました。さらに寄贈品と
して、スタンドポーチを作成。他にも記
念誌やクリアファイル、また、会長デザ
インのタオルなども配付。また、周年行
事の中には地域との取り組みも。磯子区
民文化施設である杉田劇場でおこなっ
た、一週間の展示です。内容は、子ども
たちの様子をドローンで撮影した動画上
映、昔の写真や思い出の展示など。これ
をすべて半年程度で企画実行したという
ことで、本当に頭が下がる思いでした。
　子どもたちの取り組みとしては、昨年
度から『150歳のお誕生日をみんなでお

祝いしよう』という合言葉を掲げ、総合
的な学習の時間の中で杉田について学
習。校内に掲示された横断幕は、今の中
学１年生がデザインしたもの。今年はも
う卒業しているけれど、一緒にお祝いで
きるように、とのことです。他にも、１・
２年生が紙パックでバースデーケーキを
作ったり、10月の運動会を150周年記
念プログラムとしたりしました。
　今回取材を終えて感じたのは、杉田小
のみなさんの感謝の気持ちです。
　みなさんのお話からは、希望を実現し
てくれた周年行事実行委員のかたたちに
対しての感謝や、いつも支えられている
地域の方への感謝、お互いに対するねぎ

らいがありました。
そんな皆さまに支え
られ見守られている
杉田小の子どもたち
もまた、150周年に
対する感謝の気持
ち、次の周年へ繋げ
るバトンをしっかり
と手にしているので
はないでしょうか。

150周年のその先へ・・・繋ぐバトン

150周年記念デザ
インのウメニーの
スタンドポーチ

『杉田がすきだ』杉田っ子の作る地域キャ
ラクター『ウメニー』

創立150周年！

市沢小学校
● 旭区 ●

鉄小学校
● 青葉区 ●

杉田小学校
● 磯子区 ●

　いちばんの目玉はみんなの絵でまちをかざる「バスラッピング」
&「プランターデコレーション」。児童全員が「日吉のすきなと
ころ」を描き、その絵で街を走るバスをラッピングしました。車
体は４～６年生の絵。１～３年生の絵は車内および駅前の花壇や
学校周辺の商店街のプランター（約40個）にデコレーションさ
れ、日吉のまちを華やかに彩りました。令和５年７月から令和５
年12月まで。偶然出会えたら、幸せになるバス！？と言われて
います。
　学校の花壇とビオトープが２年かけて整備されました。保護者
花ボランティアの皆様の多大なお力添えもありました。また、何
年も手付かずだった井戸が復活。飼育栽培委員会の児童が井戸の
水を汲んで、花壇に水やりをしています。なお、この井戸は「災
害用井戸」に登録されています（非飲用）。
　イメージキャラクター「ぶんかちゃん」が誕生しました。全校
で取り組みをした結果、当時の６年生児童作で、校歌にも登場す
る「文化の鐘」をモチーフとした可愛らしいゆるキャラが選ばれ
ました。着ぐるみにもなり、子どもたちの人気者です。
　今も大切にされている「文化の鐘」には、素敵な木製のお家が
できました。10種類の木材を使用した「鐘台」。日吉台小の前身
である寺子屋をイメージしたデザインです。記念を刻印した銅板
も付いています。

　６月23日には、バルーンリリースでお祝いしました。600個
の風船が一斉に大空へ舞うと、拍手や歓声があがりました。風船
の中には「コスモスの種」を入れました。風船を拾ってくださっ
た方から続々とメールが届きました。児童の風船は、茨城県や千
葉県にも旅をしていたようです。
　そのほかにも、プロ顔負けにイラストの上手な卒業生保護者の
デザインによる「150周年記念オリジナルTシャツ」の作成（希
望者に受注販売）。11月に行われた児童の実行委員による「150
才を祝う会」には、令和５年度夏の全国高校野球大会優勝校でお
なじみの日吉に校舎を構える慶應高校の野球部森林貴彦監督がサ
プライズ登場。「大きな目標を持つこと」「目標の為に一歩一歩積
み重ねていくこと」の大切さをお話ししてくださいました。
　約２年前に保護者や卒業生保護者、地域の方、先生方による
150周年記念事業実行委員会が
できました。ここに書ききれな
いほどたくさんの事業は、日頃
から児童、先生、地域、保護者
のコミュニケーションが取れて
いるから、実行できたのだろう�
な、と取材から感じました。150
周年おめでとうございました。

『お披露目の日には、
行先表示に東急「のる
るん」と日吉台小「ぶ
んかちゃん」が登場

車体左右と後ろに４～６年生の
絵をラッピング

みんなの絵でまちをかざる
『バスラッピング』

1873年４月27日に開校
　幾度か名前と立地を変え、
1928年に現在地へ移転、
1947年に石川小学校の名称
になりました。
　４代続けて同校に通う在学

生は、10世帯以上いるそうです。
４月26日　150周年子ども式典
　創立150周年記念事業のオープニングとして開催されまし
た。お祝いシンボルとなるマスコットキャラクターの「もりく
ろう」（自然、森と時計（クロック））と「みらくるん」（未来
と過去が150周年に立ち会える奇跡（ミラクル））がお披露目
されました。このマスコットキャラクターは、昨年度の全校児
童から石川小学校のイメージを集約し、児童実行委員が考案し、
前PTA会長で創立150周年記念事業実行委員長の髙田様が仕
上げられました。
　くす玉や大きなケーキもお披露目されました。「創立記念日
は学校の誕生日だ！」と、バースデーケーキの案が子どもたち
から出され、学年ごとに分担して作り上げました。
５月27日　創立150周年記念運動会
　マスコットキャラクターが背中にプリントされた青いTシャ

ツを全児童が着用しました。この後、様々なグッズ（マグカッ
プ、タオル、ピンバッジ、トートバッグ）も作られ、保護者や
地域の方にご購入いただき、創立記念事業の費用の一助となり
ました。
11月18日　創立150周年記念式典
　横浜武道館で行われ、児童と保護者、地域の方も参加しまし
た。児童が学習成果を発表し、同校の学校教育目標の「石川魂」
を体現しました。「石川魂」とは、「最後まで粘り強く頑張る子

（知、体）」「自分や友達の思いを大切に　協働する子（徳）」「自
分たちのまちを愛する子（公、開）」を表しています。
寺園校長による今後の展望
　「子どもたちが自分たちで活動を作り上げる喜びを味わって
いける、そんな学校を目指していきたいです。横浜市の教育の
中に社会情動的コンピテンシーと
いう言葉があります。非認知能力
なのですが、学力以外の力や、や
る気とか、そういう力を行事を通
して育むことで、学習にも活かせ
るようにしていきたいです。子ど
もたちが自分ごととして創造して
つくり上げる、そのような学校で
ありたいです。そして保護者や地
域の方とも共に歩んでいきたいで
す。」

も
り
く
ろ
う
＆

み
ら
く
る
ん

自ら考え、行動し、
150年のバトンをつなぐ「石川魂」！

全校児童の思いが詰まった
特大ケーキとくす玉

石川小学校
● 南区 ●

日吉台小学校
● 港北区 ●

義務教育制度に関連する歴史

1
8
7
1

• �太政官布告により
文部省設置（初代
文部卿、大木喬任）
• �東京に直轄の師範
学校設立

1
8
7
5

• �文部省布達によ
り、満６歳から
満14歳までの
８年間を学齢と
定められる

1
8
8
0

• �各府県に師
範学校設置
義務化

1
8
8
5

• �内閣制度創設
（初代文部大
臣、森有礼）

２
０
０
４

• �学校運営協議
会の制度化

１
９
９
２

• �学校週五日制の
段階的導入
　（�H４～：月１回、
H７～：月２回、
H14～：完全）

１
９
４
８

• �教育委員
会制度を
創設

1
8
7
2

学制発布
• �教育年限を８
年としたが、
強制力は弱
かった

1
8
7
9

教育令
• �教育年限は８
年だが、最短
16ヶ月通学
でよいと規定

1
8
8
0

改正教育令
• �教育年限は８年
だが、最短３年
その後毎年16
週以上通学させ
ることと規定

1
8
8
６

小学校令
• �義務教育３～４年
と規定（義務教育
の文言が初めて登
場するも、地方に
おける規定なし）

1
8
9
0

第２次小学校令
• �義務教育３～４
年と規定。家庭
学習でも就学義
務が果たされる
との規定登場

1
9
0
0

第３次小学校令
• �義務教育４年
と規定
• �授業料無償化

1
9
0
7

第５次小学校令
• �義務教育６年
と規定

1
9
4
1

国民学校令
• �義務教育８年と規定
• �家庭学習で就学義務
が果たされるとの規
定はなくなる

1
9
4
7

教育基本法／学校教育法
• �義務教育９年（小学校６
年、中学校３年）と規定

２
０
０
９

横浜港
開港
150周年

１
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５
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横浜港
開港
100周年
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PTA
よこはま
第１号発刊

１
８
８
９

横浜市
誕生

１
９
０
５

• �就学率95％を
超える 日本

PTA
発足

1
９
５
２

明 治 昭 和大 正 平 成 令 和

祝

山内小学校児童制作のケアリーフのモザイクアート
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　さまざまな活動が再開し、各校でも以前の
ような活動が戻ってきたのではないでしょう
か。取材をし、それを記事にすることは難し
いですが、広報委員みんなで協力し、興味を
持って読んでいただきたいという思いで丁寧
に作り上げました。
　1人でも多くの方々にご一読いただけたら
嬉しいです。

編集後記

　

11
月
20
日
（
月
）・
21
日
（
火
）

の
２
日
間
、
港
南
区
民
文
化
セ

ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
郷
」
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、

３
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
去
年

よ
り
参
加
団
体
が
増
え
、
31
団

体
の
皆
さ
ま
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
思
う
存
分
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
皆
さ
ま
の
よ
う
に
生
き
生

き
と
輝
く
た
め
に
は
？
」「
そ

れ
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴

び
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。」
こ
れ
は
、
担
当

役
員
と
参
加
さ
れ
た
方
と
の
や

り
と
り
で
す
。
こ
の
お
話
を
聞

い
た
会
場
の
全
員
が
共
感
さ
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

曲
調
に
合
わ
せ
表
情
豊
か
に

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る

魅
力
的
な
姿
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

時
の
素
敵
な
笑
顔
、
皆
さ
ま
生

き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

先
輩
が
築
き
上
げ
た
も
の
を

受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
努
力

さ
れ
て
い
る
団
体
。
先
生
へ
の

感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
の
団

体
。
お
揃
い
の
ブ
ロ
ー
チ
は
団

員
手
作
り
だ
と
見
せ
て
く
だ

さ
っ
た
団
体
。
こ
の
日
の
た
め

に
、
先
生
や
仲
間
と
共
に
コ
ロ

ナ
に
負
け
ず
練
習
や
様
々
な
準

備
を
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
日
々
の
積
み

重
ね
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴

び
て
美
し
く
輝
い
た
の
で
し
ょ

う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
素
敵
な
場
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
役
員
や
事

業
研
修
委
員
の
方
々
も
輝
い
て

い
ま
し
た
。
次
は
あ
な
た
が
輝

く
番
で
す
。
ぜ
ひ
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
浴
び
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
昨
年
よ
り
活

動
を
再
開
さ
れ
た
さ
ち
が
丘
小

の
方
。
歌
い
終
わ
っ
た
後
に
、

涙
ぐ
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
の

で
、
感
想
を
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
「
久
し
ぶ
り
の
音
楽
交
歓
の

つ
ど
い
に
参
加
で
き
て
嬉
し

い
。
メ
ン
バ
ー
の
顔
を
見
な
が

ら
歌
っ
て
い
た
ら
感
極
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ 

っ
て
い
ま
し
た
。
透
き
通
る
歌

声
で
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
向
小
学
校
で
は
、
今
年
か

ら
新
メ
ン
バ
ー
が
１
名
増
え
、

男
性
メ
ン
バ
ー
の
力
強
い
歌
声

が
、
会
場
に
響
き
渡
り
合
唱
に

パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　

と
て
も
素
敵
な
時
間
で
し
た
。

　

個
人
の
成
長
、
チ
ー
ム
の
成

長
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
が
、

ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
最
終
的

に
勝
利
に
つ
な
が
り
ま
す
。
原

動
力
は
成
長
へ
の
意
欲
（
＝
向

上
心
）。
特
に
小
学
生
は
、
ひ

と
つ
の
こ
と
に
取
り
組
め
る

と
、
他
の
こ
と
に
も
良
い
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
ま
ず
本
人
が
「
こ
れ
は
が

ん
ば
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
に

打
ち
込
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

監
督
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ

は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
を
す
る

こ
と
。
選
手
へ
伝
え
た
い
事
は

山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
練
習
後

は
疲
れ
て
い
て
頭
に
入
ら
な
い

で
す
し
、
毎
日
言
っ
て
い
る
こ

と
は
聞
か
な
く
な
る
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
「
強
調
す
る
こ
と
を

決
め
」
四
字
熟
語
な
ど
短
い
言

葉
に
思
い
を
込
め
て
伝
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
大
事
な
の

は
、
話
す
長
さ
で
は
な
く
相
手

に
伝
わ
っ
た
量
で
す
。

　

第
71
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研

究
大
会
広
島
大
会
が
、「
変
化

の
時
代
に
向
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
自
身

が
学
び
の
変
革
を
！
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
一
日
目
は
分
科

会
（
広
島
県
内
各
地
）、
二
日

目
は
全
体
会
（
広
島
県
立
総
合

体
育
館
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
参
加
者

が
集
ま
り
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
体
感
し
な
が
ら
多
く
の
学

び
を
得
る
と
と
も
に
、
会
員
同

士
の
連
携
を
深
め
合
う
こ
と
が

で
き
た
二
日
間
で
し
た
。

　

9
月
14
日
（
木
）
15
日
（
金
）

の
二
日
間
、
第
78
回
指
定
都
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
情
報
交
換
会
相
模
原
市

大
会
が
神
奈
川
県
相
模
原
市
橋

本
駅
近
郊
に
て
開
催
さ
れ
、
横

浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
も
東

会
長
他
役
員
で
参
加
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
当
日
は
全
国
の
日

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
に
参
加

す
る
16
の
政
令
指
定
都
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
協
議
会
が
参
加
し
、
一
日
目

は
４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

の
討
議
お
よ
び
意
見
交
換
、
二

日
目
は
全
大
会
に
て
明
星
大
学

の
星
山
麻
木
教
授
に
よ
る
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
10
月
28
日
・
29
日

の
二
日
間
に
か
け
て
、
千
葉
市

に
て
第
55
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、

横
浜
市
か
ら
は
あ
わ
せ
て
35
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「Re

：
」。
コ

ロ
ナ
を
経
験
し
た
今
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
あ
る
べ
き
姿
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
持

つ
繋
が
り
の
力
を
改
め
て
見
つ

め
な
お
す
場
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
初
日
は
、
こ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ

「Reborn

」「Redesign

」な
ど
、

「Re

」
か
ら
始
ま
る
タ
イ
ト
ル

の
も
と
、
組
織
の
あ
り
方
や
情

報
発
信
の
方
法
な
ど
、
一
部
参

加
型
の
も
の
を
含
め
７
つ
の
分

科
会
が
行
わ
れ
、
二
日
目
の
全

大
会
で
は
、
和
太
鼓
と
書
道
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
他
、
記
念

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
教
諭
で
あ
り
な
が
ら

高
校
野
球
監
督
、
ま
さ
に
二
刀

流
の
教
育
者
で
あ
り
、
高
校
生

と
小
学
生
の
父
親
で
も
あ
る
森

林
先
生
。
小
学
生
と
高
校
生
の

そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
知

り
尽
く
し
た
先
生
の
お
話
は
と

て
も
説
得
力
が
あ
り
、
い
ま
ま

さ
に
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
親

と
し
て
心
に
と
め
て
お
き
た
い

内
容
ば
か
り
。
さ
っ
そ
く
実
践

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

大
人
が
良
か
れ
と
思
っ
て
教

え
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

実
は
子
ど
も
は
大
し
て
聞
い
て

い
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
だ

未
熟
な
子
ど
も
な
ら
尚
更
で

す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
来
れ
ば
身

に
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
大
人
の
私
た
ち
に
は
、
成

長
す
る
こ
と
を
信
じ
、
成
長
の

邪
魔
を
し
な
い
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
「
教
え
る
リ
ス
ク
」「
教
え
な

い
勇
気
」「
黙
っ
て
見
守
る
勇
気
」

　

そ
し
て
、
仮
に
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
と
し
て
も
、「
次
に

　

甲
子
園
の
決
勝
戦
、
仙
台
育

英
で
の
勝
利
は
、
ま
さ
に
選
手

自
身
が
ど
う
や
っ
た
ら
勝
て
る

か
を
考
え
、
真
剣
に
勝
負
し
た

結
果
で
し
た
。
選
手
に
は
、「
監

督
の
た
め
に
勝
ち
ま
し
た
」
で

は
な
く
「
自
分
で
考
え
て
工
夫

し
た
ら
勝
て
ま
し
た
！
」
の
言

葉
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
勝
利

ま
で
の
過
程
に
お
い
て
は
、
回

　
２
０
２
３
年
12
月
４
日
、
関
内
ホ
ー
ル
に
て
２
０
２
３
年
夏
の
甲
子

園
優
勝
校
の
慶
應
義
塾
高
校
野
球
部
監
督
兼
幼
稚
舎
教
諭
で
あ
る
森

も
り
ば
や
し林

貴た
か
ひ
こ彦

先
生
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「Thinking

子
育

て
～
社
会
で
の
活
躍
に
繋
げ
る
た
め
に
～
」。

　
子
ど
も
が
社
会
の
中
で
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
野
球
の
試
合
に
例
え
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

厳
選
し
た
テ
ー
マ
を
5
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

り
道
Ｏ
Ｋ
。
試
行
錯
誤
Ｏ
Ｋ
。

自
分
で
考
え
る
の
は
難
し
い
こ

と
だ
が
、
面
白
い
し
、
楽
し
い
。

だ
か
ら
こ
そ
真
剣
に
取
り
組
め

ま
す
。
自
分
の
幸
せ
を
自
分
で

追
求
す
る
今
の
時
代
、
自
分
が

何
を
求
め
、
何
を
大
事
に
す
る

か
を
考
え
る
習
慣
を
付
け
る
こ

と
が
「
生
き
る
力
」
で
す
。

活
か
そ
う
か
！
」
と
言
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
自
分
も
育
ち

ま
す
。Education

は
「
教
育
」

で
は
な
く
「
共
育
」
で
す
。たくさんの質問が飛び交いました

暑
い
広
島
の
夏
、
43
名
で
熱
く
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。

参
加
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

市
Ｐ
連
研
修
会Thinking

子育て
～社会での

活躍に
繋げるために

～

第第
7171
回回  

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
研
究
大
会

全
国
研
究
大
会  

広
島
大
会

広
島
大
会

第第
7878
回回  

指
定
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

指
定
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

情
報
交
換
会

情
報
交
換
会  

相
模
原
市
大
会

相
模
原
市
大
会

第第
5555
回回  

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

一回表一回表

七回裏七回裏

二
回
表
二
回
表

二
回
裏
二
回
裏

一回裏一回裏

成
長
至
上
主
義

伝
え
た
い
こ
と
を
絞
る

お
話
を
聞
い
て
…

自
分
で
考
え
る

人
は 

自
ら
育
つ 

自
ら
伸
び
る

任
せ
て
、信
じ
、待
ち
、許
す

第67回
PTA

音
楽
交
歓
の
つ
ど
い

音
楽
交
歓
の
つ
ど
い


